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２月１８日(火)５・６校時に、体育館で2年生の立志式が行われました。学

校長からのお祝いの言葉に続いて、生徒一人一人が立志の決意を短い言葉に

込めて書いた色紙をバックに、自分の言葉で決

意発表をしました。後半は記念講演で、おかや

ま山陽高校硬式野球部監督の堤 尚彦先生を

講師にお迎えし、「一番大切なものは何か」と

いう演題でお話をしていただきました。 

海外での指導経験や、高校での取り組みなど

を通して感じたことを中心に、大変楽しくわ

かりやすいお話で、あっという間の1時間で

した。20日(水)は地域貢献活動を行います。 

                             

                             

                                                                                

2 月 13日（木）14時より、新入生の授業・部活動見学が行われました。学区内の小学校の6年生が、 

中学校まで来て、中学校の授業の様子や部活動の雰囲気を味わうことで、いわゆる中 1 ギャップを防ぐと

いうねらいがあります。連島北小学校は自転車で、西阿知小学校と中島小学校は徒歩で中学校に集合しまし

た。初めて入る中学校の校舎に興味津々な様子で、授業や部活動を熱心に見学していました。 
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 2月１３日(木)に、2月のあいさつ運動と第3回学校評議員会が行われました。2月の中旬を迎え

ても、例年ほどに寒くなくて助かりました。この日は地域から6名の方が参加してくださいました。 

15時からは、第3回学校評議員会が開かれ、今年度の学校評価の結果について感想やご意見をいた

だきました。生徒の自己評価と保護者や地域の思いに差があることなど、指導の参考にしたいと思い

ます。 

 

色紙と決意発表 


